
Keyword

椅子の寸法や角度は座り心地や体の健康に影響を与える
ため、適切な寸法を導くことはとても重要です。目安となる寸法・
角度はすでに研究され数値化されています。本学科ではこれ
らの寸法・角度をミリ単位で可変できるシミュレーション装置
を開発しました（本学小泉隆教授との共同開発）。椅子やイン
テリアの設計者を志す学生たちが本装置を使って数値を体感

しながら学んでいます。また、近年、スマホやタブレットなどの
普及により椅子の上での作業が多くなり姿勢の悪化による首
や腰への身体的負担の増加が指摘されています。そこで本装
置を用いて異なる着座形式（椅子のタイプ）における携帯端
末使用時の姿勢や身体的負荷をとらえるために実験研究（※１）

を行っています。

椅子の寸法・角度シミュレーション装置
を用いた教育・研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

手すき和紙漉きの技術を活かしたインテリアエレメントに関する研究その他の研究テーマ

椅子、住宅、インテリア、シミュレーション

●住宅に沿えつける造作ソファ
の寸法・角度（居住者専用）
を詳細に検討したい。（ハウス
メーカー・工務店など）

●椅子の寸法・角度について学
びたい。（学生・若手の設計
者）

椅子のシミュレーション装置
●本装置は、座面の高さと奥行き、背板の角度、肘掛の高さと角度
をミリ単位で可変できます。
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シミュレーターの使用者が寸法・
角度を自由に操作できます。

寸法・角度をミリ単位で確認で
きます。

デジタル傾斜レベルで角度計測

■シミュレーター ■実験風景（※１） ■操作風景

手元でリモコン操作

Keyword

多様な学力やスキルをもつ住居・インテリア学科の学生が、
数理やテクノロジーを利活用して専門的学問を学べるように
なってほしいという願いを込めて、「WEBサイト教材」の開発を
継続しています。
本報の目的は、特に、「パッシブデザイン」の知識や技術、
技能を修得するための教材コンテンツの開発です。

「パッシブデザイン」とは、人工的な設備機器だけに頼らず、
太陽や風や水がもつ自然エネルギーを建築的にコントロールし
て冷暖房効果を補助する工夫のことです。
住宅の省エネルギー性能を向上させるだけでなく、心身とも

に健康的にすごせる住まいの快適性能を高める手法のひとつ
として注目されています。

「パッシブデザイン」を学ぶための
WEBサイト教材コンテンツの開発

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

多様なICTの学力やスキルの住居・インテリア学科の学生のためのWEBサイト教材の開発
災害時や登校困難時の授業実施を可能にするWEBサイト教材の開発

その他の研究テーマ

WEBサイト教材、教材コンテンツ、パッシブデザイン、プログラミング、
シミュレーション

●「パッシブデザイン」を学びたい

●「パッシブデザイン」のある住
まいを設計したい

教材コンテンツの特徴
●WEBサイト教材にConnect-CMSのプラグインを追加して、教材機能を
拡張しています。
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シミュレーションにより、効果的
な「パッシブデザイン」を実装で
きる材料や、仕様などを選べま
す。

「パッシブデザイン」に必要な数
理の知識と、高次連立方程式を
解くためのプログラミングやシミュ
レーション技術を修得できます。

最適化
問題を解く

JavaとPHPの
両者とも実行できる
機能として開発中

空間におこる
熱と水分と空気の移動を
どうやって解析するか？

WEBサイト教材は国立情報学研究所（NII）が開発･提供する
情報共有基盤システムを利用しています。

2． ニュートン法で実際に解いてみよう

表面熱収支の解き方の例
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